
 

 

新型コロナウイルス変異株の特定に威力を発揮 

－山口大学遺伝子実験施設で検査２日間－ 

 
山口大学研究推進機構・遺伝子実験施設（小串キャンパス）では、山口県内で

検出された新型コロナウイルスの全ゲノム解析を実施しています。次世代シー

ケンサーを用いて新型コロナウイルスの遺伝子配列を検出し、得られた全ゲノ

ムデータをヒトゲノム用大型コンピュータで解析しています。行政からの委託

により検体を受け取り後、他の検査機関では１週間以上かかるところを、わずか

２日間で解析し変異株のデータを返却しています。速やかにデータを返却する

ことで、新型コロナウイルスの株ごとに異なる特性の違いを考慮した感染対策

に寄与しています。 
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